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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月17日(2014.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の中枢神経系（ＣＮＳ）の神経学的疾患を治療するための医薬組成物であって、
　前記患者の髄腔へ供給するために配合されるスモールロイシンリッチプロテオグリカン
（ＳＬＲＰ）を含む医薬組成物。
【請求項２】
　前記ＳＬＲＰは、小脳延髄槽（大槽）、頚部、胸部、腰部、および仙骨部の脊髄レベル
における髄腔から成る群より選択される髄腔の一部へ供給するために配合される請求項１
に記載の医薬組成物。
【請求項３】
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　前記ＳＬＲＰは、デコリン、アスポリン、ビグリカン、フィブロモジュリン、エピフィ
カン、ルミカン、ケラトカン、オステオグリシン、コンドロアドヘリン、プロリンアルギ
ニン末端ロイシンリッチプロテオグリカン（ＰＲＥＬＰ）、およびその組み合わせから成
る群より選択される請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　前記ＳＬＲＰは、デコリンまたはその機能的フラグメントである請求項１または２に記
載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記デコリンまたはその機能的フラグメントは、化学的に修飾されている請求項１、２
または４に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　前記患者の前記神経学的疾患は、慢性神経学的疾患および外傷性神経学的疾患から成る
群より選択される請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記神経学的疾患は、筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）、多発性硬化症（ＭＳ）、アルツ
ハイマー病、パーキンソン病、横断性脊髄炎、脳性まひ、慢性炎症性脱髄性多発神経炎、
水頭症、および運動ニューロン疾患から成る群より選択される慢性神経学的疾患である請
求項６に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記神経学的疾患は、外傷性脳損傷、外傷性脊髄損傷、脳卒中、脊髄係留症候群、およ
び大域低酸素虚血からなる群より選択される外傷性神経学的疾患である請求項１、２、４
または５に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記ＳＬＲＰは、前記外傷性神経学的疾患の発生後、約２４時間以内に投与される請求
項８に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記ＳＬＲＰは、前記外傷性神経学的疾患の発生後、約１ヶ月後に投与開始される請求
項８に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　前記医薬組成物の使用はさらに、前記外傷性神経学的疾患の追加治療の実施を含む請求
項８に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　前記外傷性神経学的疾患を処置する追加治療は、抗炎症薬、解熱剤、固定化、細胞移植
をベースとした療法、細胞注入をベースとした療法、生体材料の着床、ＳＬＲＰ放出ナノ
粒子の髄腔内注入、運動療法、機能的電気刺激をベースとしたリハビリテーション療法、
外科的介入、臨床低体温法をベースとしたＣＮＳ療法、および遺伝子治療をベースとした
医療介入を含む請求項１１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　前記医薬組成物は、前記患者の外傷性神経学的疾患を安定化させる請求項８に記載の医
薬組成物。
【請求項１４】
　前記医薬組成物の使用は、前記患者に前記ＳＬＲＰのボーラス投与を含む請求項１に記
載の医薬組成物。
【請求項１５】
　前記医薬組成物の使用は、前記ＳＬＲＰの前記患者への継続的供給を含む請求項１４に
記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　神経学的疾患は、患者の神経学的機能の低下をもたらし、前記医薬組成物の使用は、前
記患者の神経学的機能回復をもたらす請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
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　前記医薬組成物の使用は、制御に比べて、軸索伸張および分化の増進、ニューロン樹状
突起の伸張、分化、脊椎形成の増進、損傷または罹病した中枢神経系におけるシナプス形
成の促進、プラスミノゲン蛋白質レベルの発現上昇、プラスミン蛋白質レベルの発現上昇
、グリア瘢痕の軸索成長阻害作用抑制、グリア瘢痕関連軸索成長阻害物質、ミエリン、お
よび灰白質関連軸索成長阻害物質の合成抑制、炎症抑制、アストログリア増殖症の抑制、
多数の軸索成長阻害物質コンドロイチン硫酸プロテオグリカンの異常合成の抑制、線維性
瘢痕形成の抑制、多数の軸索成長阻害物質コンドロイチン硫酸プロテオグリカン（ＣＳＰ
Ｇ）のグリコサミノグリカン側鎖（ＧＡＧ）およびコア蛋白質レベルの抑制、および軸索
成長阻害分子の影響に対するニューロンの脱感作から成る群より選択される兆候の改善を
もたらす請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　中枢神経系（ＣＮＳ）の神経学的疾患処置用キットであって、
　ａ．ＳＬＲＰを患者の髄腔に投与する手段と、
　ｂ．請求項１～１７のいずれか１項に記載の医薬組成物とを備えるキット。
【請求項１９】
　前記投与する手段は、髄腔内ポンプ、カテーテル、チュービング、脳脊髄液迂回シャン
ト、ＣＳＦ貯蔵部－ｏｎ／ｏｆｆ弁－脳室腹腔シャント（ＲＯ－ＶＰＳ）、ナノ粒子、お
よびその組み合わせから成る群より選択される請求項１８に記載のキット。
【請求項２０】
　前記ＳＬＲＰは、デコリン、アスポリン、ビグリカン、フィブロモジュリン、エピフィ
カン、ルミカン、ケラトカン、オステオグリシン、コンドロアドヘリン、プロリンアルギ
ニン末端ロイシンリッチプロテオグリカン（ＰＲＥＬＰ）、およびその組み合わせから成
る群より選択される請求項１８に記載のキット。
【請求項２１】
　前記デコリンは、ヒトデコリンコア蛋白質を含む請求項３～５のいずれか１項に記載の
医薬組成物。
【請求項２２】
　前記デコリンは、ヒトデコリンコア蛋白質である請求項３～５のいずれか１項に記載の
医薬組成物。
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